


















































































































女性 100名（60.6%）、男性 65名（39.3%）であった（図２）。女性が 61%と主導的位置にいる。 
２-２-３．年齢 
20才代が 17名（10.3%）、30才代が 35名（21.2%）、40才代が 25名（15.2%）、50才代が 36名（21.8%）、




客が 32名（19.4%）、4名で来場した顧客が 26名（15.8%）、5名以上で来場した顧客が 11名（6.7%）
であった（図４）。2名から 4名までのグループでの来訪者群（83%）が見てとれる。 
２-２-５．同行者との関係 
家族での来訪 114 名（69.1％）、友人との来訪 28 名（17%）、その他が 24 名（14.5％）であった
（図５）。家族との来訪 7割、友人関係が 2割弱という構成である。 
２-２-６．来場日・時間帯 
1 週間を 7 日間としてカウントした。平日来訪者 108 名（65.4%）、土曜日来訪者 25 名（15.2%）、





















































調査対象者の道の駅来訪者からアンケート回収数は 12 日間で目標回収数 500 名分に対して 163







163名中、最多の顧客は三条市からで 50名（全体の 30.7％）、2番目は新潟市からで 32名（19.6％）、
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2～3時間 6名（3.6％）、3時間以上 9名（5.5％）であった（図７）。1時間以内滞在者が 102名（62%）
と多く、滞留時間を長くするためのアトラクションの提供が求められる。 
２-２-８．道の駅認知経路 




休憩 48 名（29.1%）、散策 28 名（17.0%）、買い物 39 名（23.6%）、園芸品（花）14 名（23.6%）、




初来訪者 76名（46%）、2～3回既来訪者 40名（24.2%）、4～5回来訪者 18名（10.9%）、それ以上
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大変満足 49 名（29.7%）、やや満足 73 名（44.2%）、普通 29 名（17.6%）。本当に満足した顧客が
30%はややさみしい。 
２-２-１２．来訪希望頻度 
週に 3 回以上 2 名、週に 2 回以上 5 名、週に 1 回程度 19 名であった。純粋にリピーター顧客と
いえるのは 26 名（16%）に近い。1 年間（又は月に）数回希望者は 124 名（75.2%）。逆に少しの満
足度をもつ顧客が 75%存在する重要な潜在顧客ともいえる。 
２-２-１３．来訪日に購入したもの（複数回答） 
生鮮野菜 63名（38.2%）、その他食品 18名（10.9%）、植木 2名（1.2%）、花 6名（3.6%）、園芸用
品 5 名（3％）、食事 30 名（18.2%）、その他 17 名（10.3%）であった。庭園に関連する消費として
13名（7.9%）、生鮮野菜と食品購入者が 81名と 49.1%と半数になる。 
２-２-１４．消費金額 
1000 円未満が 50 名（30.3%）、1000 円から 2000 円消費が 49 名（29.7%）、2000 円から 3000 円が
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まずボリューム顧客層としての見方は、女性層であり、30 才代から 60 才代が対象になることがわ
かる。そして、30 才代から 60 才代の女性の生涯ステージを 4 区分に置き換えると、結婚後に誕生
する子供が小学生以下を母親が 40才代まで、子供が中学生以上で一定レベルで子育ての負担が軽減









た。平日の道の駅に 1 時間以上の滞在者は午後の来訪者が午前来訪者に対して 20%多い。同じく 1
人当たり消費金額も 2000円以上の来訪者も午前客に比して 20%、同様に多くみられた。これは週末
の午前午後においても同様の現象がみられた。週末午前の来訪者で 1 時間以上滞在者は 45%にたい
して午後は 55%と 10%拡大している。更に消費金額においても 1人当たり消費金額が 1000円以上の












































地場野菜が買える 保内公園と自然公園ある イベント少ない 五葉松文化未浸透
ペットと来れる モダンでお洒落な道の駅 若者の来訪少ない 展示樹木の解説なし
通年イベント多い 庭園樹木の博覧会存在価値 川の氾濫危険 庭園文化と学び場所
造園の知識・技術 樹齢300年の松、存在感 リピート客、少ない 庭園文化のエンタメ
コミュニティ結束 樹木の専門家集団のむら 園芸品の販売少ない 学び、体験、非日常
植木技術の話強い 庭園毎テーマ園の価値 食堂の所在が難しい 庭園教室、園芸教室
明るい施設 リゾート、開放感いっぱい 業務空間が見える 造園は非日常消費
豊かな自然包囲 越後平野と水田は借景 子供遊戯場所少ない 体験する庭園なし
オープン庭園 スタッフが親切、細やか 植木職人常駐せず 花のある庭園ほしい
庭園技術の歴史 テーマ型庭園貴重 人手不足 販売額の低下
五葉松、植木物語 観光中継点 駅内場所分りづらい 造園は高い思い込み
レストラン高評価 里山と保内公園 欧米人気庭園なし 口コミSNS未活用
植物技術者集積 オープンガーデン 体験型メニュ少ない 観光客取組仕組なし
園芸技術者多い 三条市資源と連動可 ビオトープなし 庭魅力発信弱い
緑需要多い 訪日客の増加 少子高齢化 高齢者、医療1番
里山がある インターネット普及 後継者 家の改修2番
造園技術学ぶ所 東京オリンピック 休暇体制不備 3番遺産4番未定
三条市北玄関 健康志向の増加 豪雨・豪雪など異常気象 空き家800万戸対策
燕三条の付近 趣味多様化 若者Uターン率低い 若者の持ち家離れ
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を尋ねなかったため、「①1000 円未満」を 500 円、「②1～2000 円」を 1500 円、「③2～3000 円」















1000円未満 1000円～2000円 2000円～3000円 3000円～4000円 4000円以上 総計
男20代以下 6 1 0 1 0 8
男30代 5 3 1 0 0 9
男40代 4 6 0 0 1 11
男50代 3 2 1 2 0 8
男60代以上 3 6 1 3 3 16
女20代以下 1 4 0 0 2 7
女30代 8 7 1 1 4 21
女40代 4 3 1 0 0 8
女50代 6 7 1 4 0 18
女60代以上 10 9 9 1 1 30
総計 50 48 15 12 11 136
表４．顧客ごとの合計金額および 1人当たりの平均消費額 
来場者数 合計金額 1人当たりの平均消費額
男20代以下 8 ¥8,000 ¥1,000
男30代 9 ¥9,500 ¥1,056
男40代 11 ¥15,000 ¥1,364
男50代 8 ¥14,000 ¥1,750
男60代以上 16 ¥35,500 ¥2,219
女20代以下 7 ¥14,500 ¥2,071
女30代 21 ¥36,500 ¥1,738
女40代 8 ¥9,000 ¥1,125
女50代 18 ¥30,000 ¥1,667
女60代以上 30 ¥48,500 ¥1,617













































男20代以下 1 0 0
男30代 0 2 2
男40代 1 2 2
男50代 1 1 2
男60代以上 1 1 2
女20代以下 1 0 1
女30代 2 1 4
女40代 1 1 1
女50代 2 3 1
女60代以上 3 3 2
総計 12 11 15
表６．同行者との関係×性別×年代によるクロス集計表 
家族 友人 その他 総計
男20代以下 5 1 2 8
男30代 6 2 1 9
男40代 10 0 1 11
男50代 8 0 0 8
男60代以上 14 0 2 16
女20代以下 7 0 0 7
女30代 17 1 3 21
女40代 4 2 2 8
女50代 8 6 4 18
女60代以上 16 11 3 30
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表６．同行者との関係×性別×年代によるクロス集計表 
家族 友人 その他 総計
男20代以下 5 1 2 8
男30代 6 2 1 9
男40代 10 0 1 11
男50代 8 0 0 8
男60代以上 14 0 2 16
女20代以下 7 0 0 7
女30代 17 1 3 21
女40代 4 2 2 8
女50代 8 6 4 18
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休憩 散策 買い物 園芸品の鑑賞・購入 食事 その他
男20代以下 2 0 2 0 2 2
男30代 5 3 0 1 1 1
男40代 4 4 1 1 2 2
男50代 0 3 2 0 3 1
男60代以上 6 2 4 2 5 2
女20代以下 3 1 2 1 1 1
女30代 5 3 8 2 5 3
女40代 3 0 2 1 3 0
女50代 4 5 6 1 6 0
女60代以上 6 4 14 4 5 5
総計 38 25 41 13 33 17
表８ 購入商品・サービス×年代×性別によるクロス集計表 
生鮮野菜 その他食品 園芸品（植木） 園芸品（お花） 園芸用品 お食事 その他
男20代以下 2 0 0 0 0 4 2
男30代 4 1 0 0 0 2 3
男40代 2 1 1 0 0 4 4
男50代 4 2 0 0 0 3 0
男60代以上 7 1 1 3 2 7 2
女20代以下 3 1 0 0 1 4 1
女30代 12 6 0 1 1 7 2
女40代 4 2 1 1 1 3 2
女50代 9 5 1 2 0 7 2
女60代以上 13 7 3 5 3 5 5


















休憩 散策 買い物 園芸品の鑑賞・購入 食事 その他
男20代以下 2 0 2 0 2 2
男30代 5 3 0 1 1 1
男40代 4 4 1 1 2 2
男50代 0 3 2 0 3 1
男60代以上 6 2 4 2 5 2
女20代以下 3 1 2 1 1 1
女30代 5 3 8 2 5 3
女40代 3 0 2 1 3 0
女50代 4 5 6 1 6 0
女60代以上 6 4 14 4 5 5
総計 38 25 41 13 33 17
表８ 購入商品・サービス×年代×性別によるクロス集計表 
生鮮野菜 その他食品 園芸品（植木） 園芸品（お花） 園芸用品 お食事 その他
男20代以下 2 0 0 0 0 4 2
男30代 4 1 0 0 0 2 3
男40代 2 1 1 0 0 4 4
男50代 4 2 0 0 0 3 0
男60代以上 7 1 1 3 2 7 2
女20代以下 3 1 0 0 1 4 1
女30代 12 6 0 1 1 7 2
女40代 4 2 1 1 1 3 2
女50代 9 5 1 2 0 7 2
女60代以上 13 7 3 5 3 5 5


















新聞・チラシ テレビ ラジオ パンフレット インターネット 口コミ その他
男20代以下 2 0 0 0 0 3 5
男30代 0 0 0 1 2 3 3
男40代 2 0 0 0 2 6 2
男50代 1 1 0 0 1 2 3
男60代以上 3 1 0 0 0 5 8
女20代以下 1 0 0 0 1 2 4
女30代 6 2 0 0 4 1 9
女40代 1 0 0 0 2 1 4
女50代 6 0 0 2 1 8 4
女60代以上 6 6 0 0 2 8 10
28 10 0 3 15 39 52
表１０ 来場回数×性別×年齢によるクロス集計表 
初 2-3回 4-5回 6回以上 総計
男20代以下 6 0 0 2 8
男30代 5 3 0 1 9
男40代 4 5 1 1 11
男50代 6 1 1 0 8
男60代以上 7 3 2 4 16
女20代以下 3 3 1 0 7
女30代 8 4 3 6 21
女40代 6 0 1 1 8
女50代 7 5 1 5 18
女60代以上 10 7 5 8 30
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生鮮野菜 その他食品 園芸品（植木） 園芸品（お花） 園芸用品 お食事 その他
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表９ 認知経路× よるクロス集計表 
新聞・チラシ テレビ ラジオ パンフレット インターネット 口コミ その他
男20代以下 2 0 0 0 0 3 5
男30代 0 0 0 1 2 3 3
男40代 2 0 0 0 2 6 2
男50代 1 1 0 0 1 2 3
男60代以上 3 1 0 0 0 5 8
女20代以下 1 0 0 0 1 2 4
女30代 6 2 0 0 4 1 9
女40代 1 0 0 0 2 1 4
女50代 6 0 0 2 1 8 4
女60代以上 6 6 0 0 2 8 10
28 10 0 3 15 39 52
表１０ 来場回数×性別×年齢によるクロス集計表 
初 2-3回 4-5回 6回以上 総計
男20代以下 6 0 0 2 8
男30代 5 3 0 1 9
男40代 4 5 1 1 11
男50代 6 1 1 0 8
男60代以上 7 3 2 4 16
女20代以下 3 3 1 0 7
女30代 8 4 3 6 21
女40代 6 0 1 1 8
女50代 7 5 1 5 18
女60代以上 10 7 5 8 30
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